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ひがし
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と つ か

小
しょう

 学校
がっこう

のきまり・手引
て び

き 

 

児童
じ ど う

のみなさんへ 
 

これは、児童
じ ど う

のみなさんが、生活
せいかつ

したり学習
がくしゅう

したりするときのきまりや

手引
て び

きが書
か

いてあるものです。保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

と一緒
いっしょ

に確認
かくにん

をしましょう。 

東
ひがし

戸塚
と つ か

小学校
しょうがっこう

の児童
じ ど う

として、ここに書
か

かれていることができる人
ひと

になっ

てほしいと願
ねが

っています。 

 

保護者のみなさんへ 
本校の生活のきまりや生活の手引き等、保護者のみなさんにもぜひ知って

おいていただきたい内容をまとめました。 

この「東戸塚小 学校のきまり・手引き」をご覧になって、お子さんに声

をかける際に役立てていただけたら幸いです。 

本校教職員と保護者のみなさんが一体となって、東戸塚小の子どもたちを

育てていきたいと考えています。 

 

学校
がっこう

生活
せいかつ

のきまり 
 

 

【登
とう

下校
げ こ う

】 

・登校
とうこう

時刻
じ こ く

は、午前
ご ぜ ん

８時
じ

から８時
じ

１５分
ふん

です。８時
じ

２０分
ふん

には教室
きょうしつ

で学習
がくしゅう

準備
じゅんび

をし、自分
じ ぶ ん

の席
せき

に

座
すわ

って朝学習
あさがくしゅう

の準備
じゅんび

をします。校門
こうもん

（正門
せいもん

と東門
ひがしもん

）は、８時
じ

２５分
ふん

に閉
し

めます。 

帰
かえ

りの会
かい

が終
お

わって、１５分後
ふ ん ご

までに門
もん

を出
で

ましょう。 

・通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

り、できるだけ二人
ふ た り

以上
いじょう

で安全
あんぜん

に登校
とうこう

しましょう。 

・登校中
とうこうちゅう

や学校
がっこう

に着
つ

いた後
あと

、忘
わす

れ物
もの

があっても取
と

りに帰
かえ

らないようにしましょう。 

・登
とう

下校
げ こ う

は黄色
き い ろ

い帽子
ぼ う し

をかぶりましょう。 

・校地内
こうちない

は舗装
ほ そ う

した通路
つ う ろ

を通
とお

りましょう。（校庭
こうてい

を横切
よ こ ぎ

りません） 

・寄
よ

り道
みち

をせず、決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

りましょう。習
なら

い事
ごと

などは、一度
い ち ど

家
いえ

に帰
かえ

ってから行
い

くよう

にしましょう。 

児童
じ ど う

のみなさんへ 
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【学校
がっこう

生活
せいかつ

】 

①校舎内
こうしゃない

 

・廊下
ろ う か

は右側
みぎがわ

を静
しず

かに歩
ある

きましょう。 

・廊下
ろ う か

や渡
わた

り廊下
ろ う か

では遊
あそ

ばないようにしましょう。 

・職員室
しょくいんしつ

や他
た

の教室
きょうしつ

に勝手
か っ て

に入
はい

らないようにしましょう。 

・屋上
おくじょう

には、子
こ

どもだけで行
い

かないようにしましょう。 

②体育館
たいいくかん

 

・体育館
たいいくかん

は先生
せんせい

といっしょに使
つか

いましょう。 

③校舎外
こうしゃがい

 

・サッカーゴール、バスケットゴール、校舎
こうしゃ

の周
まわ

りのネットに登
のぼ

ったり、ぶら下
さ

がったりしないよ

うにしましょう。 

・遊具
ゆ う ぐ

での危険
き け ん

な遊
あそ

び（例
れい

．鬼
おに

ごっこなど）はしないようにしましょう。 

・スプリンクラーの上
うえ

やまわりは危険
き け ん

ですので、気
き

をつけましょう。 

・休
やす

み時間
じ か ん

は、学級
がっきゅう

のボールを使
つか

いましょう。 

・『１棟
とう

と２棟
とう

の間
あいだ

』『テニスコート』『２棟
とう

と３棟
とう

の間
あいだ

』は、地面
じ め ん

がコンクリートなので、遊
あそ

ばな

いようにしましょう。また、『プールの横
よこ

』『モンチッチ広場
ひ ろ ば

』でも遊
あそ

ばないようにしましょう。 

 

【放課後
ほ う か ご

】 

・忘
わす

れ物
もの

などを取
と

りに来
く

るときは、大人
お と な

と一緒
いっしょ

に来
き

て、職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

にことわってから校舎
こうしゃ

の中
なか

に入り、帰
かえ

るときも同
おな

じように声
こえ

をかけてから帰
かえ

りましょう。（平日
へいじつ

５時
じ

以降
い こ う

の場合
ば あ い

。ただし、

土
ど

・日
にち

・祝日等は対応
たいおう

できません） 

・校庭
こうてい

での遊
あそ

びは５時
じ

までです。（１１月
がつ

から２月
がつ

は４時
じ

までです）キッズの人達に注意しながら

遊びましょう。 

・校舎や体育館、校舎裏に入ることはできません。 

・危ない遊びはやめましょう。（硬いボールや硬いバットを使うなど） 

・自転車
じてんしゃ

で校
こう

庭内
ていない

への乗
の

り入
い

れ、お菓子
か し

の持
も

ち込
こ

み、飲食
いんしょく

は止
や

めましょう。自転車で来る場合は決

められた場所に止めましょう。 
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【その他
た

】 

・学習
がくしゅう

に関係
かんけい

のないものは持
も

ってこないようにしましょう。携帯
けいたい

電話
で ん わ

も持
も

ってきません。 

・特別
とくべつ

教室
きょうしつ

や準備室
じゅんびしつ

には勝手
か っ て

に入
はい

らないようにしましょう。 

・持
も

ち物
もの

には必
かなら

ず名前
な ま え

（フルネーム）を書
か

きましょう。 

・うわばきを忘
わす

れたら、職員室
しょくいんしつ

で先生
せんせい

に借
か

りて、洗
あら

って返
かえ

します。 

・カッターナイフは持
も

ってきません。はさみ・彫刻
ちょうこく

刀
とう

は担任
たんにん

の先生
せんせい

に預
あず

けましょう。 

【市民
し み ん

図書
と し ょ

】 

・市民
し み ん

図書
と し ょ

の開館
かいかん

日時
に ち じ

は、水曜日
すいようび

の１時
じ

から３時
じ

、土曜日
ど よ う び

の１時
じ

から３時
じ

です。なお、マンガは学校
がっこう

や帰
かえ

り道
みち

では読
よ

めません。家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

って読
よ

みましょう。 

 

 

 

 

【登下校】 

・登校時刻は、８時から８時１５分です。８時２０分から教室で学習準備となります。校門（正門

と東門）は、登校した８時２５分に閉めます。開門時間での登校にご協力ください。 

・遅刻・早退の際は、児童の安全のため、教室までの送迎していただき、直接担任への引き継ぎを

お願いします。 

・登下校、校外学習時の安全のため、登下校は黄色い帽子をかぶるようにお話しください。 

・登下校時に寄り道しない（習い事を含む）ことや決められた通学路を通るようお話しください。 

・保護者の方も自転車で、校庭や通路を走らないようお願いします。また、止むを得ず校地内に駐

輪する場合は、児童の歩行、車のスペースを考え、１棟と２棟の間、又はテニスコートの端に駐

輪するようお願いいたします。 

【放課後】 

・忘れ物などを取りに来るときは、大人が同伴し、職員室にお声をかけてください。なお、平日５

時以降、土・日は対応できませんので、ご理解ください。 

・自転車で校庭内への乗り入れはできません。また、お菓子の持ち込み、飲食もご遠慮ください。 

【その他】 

・携帯電話は、横浜市内の小中学校は原則持ち込み禁止です。やむを得ず持ち込む場合は、新年度

ごとに学校長の許可が必要になります。 

・ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）の利用は、保護者の責任においてお願いします。多

くのＳＮＳは、子ども（１３歳以下）の利用を前提としていません。各ＳＮＳの利用規約をご確

認ください。 

※ネット機器使用に関わる指導と監督、トラブル解決の責任は保護者にあります。ルールやマナー

についての家庭教育をお願いします。 

保護者の皆様へ 



９ 

学校生活の手引き 
 

①学習時 

○ジャンバー・コート・ネックウォーマー・レッグウォーマー等、外で着用する物は、校舎内で

着用しない。（体調等で着用する場合は、担任の許可を得る） 

○シャープペンシルは、持ってこない。 

○原則としてノートは、以下のものを準備する。 

（ただし、前学年でのノートの残りがあった場合や、すでに他のマス目の物を準備している場合

は、次回から次のノートを準備する） 

学年 国語 漢字 算数・社会・理科 

１年 １冊目：８マス 

（一括購入済み） 

２冊目：１２マス 

（縦１２×横８ 

十字リーダー入り） 

５０字 

（10×5） 

算数 

１冊目：横判１０×６マス 

（一括購入済み） 

２冊目：縦判１２マス 

２年 １２マス 

（縦１２×横８） 

５０字 

（10×5） 

算数 

１４マス（縦１４×横１０） 

３年 １８マス ８４字 

（12×7） 

算数・社会・理科 

5mm方眼（十字リーダー入り） 

または、10mm方眼 

４年 １２行 

（縦リーダー入り） 

８４字 

（12×7） 

算数・社会・理科 

5mm方眼（十字リーダー入り） 

または、10mm方眼 

５年 

６年 

１５行 

（縦リーダー入り） 

１０４字 

（13×8） 

算数・社会・理科 

5mm方眼（十字リーダー入り） 

または、10mm方眼 

※リーダーとは点線のことです。不明な点は担任にお問い合わせください。 

○学習ノートは一つにまとめず、教科ごとに用意する。 

 

②体育 

○体育、クラブ活動（運動系クラブ）などの学習時は、体育着を着用する。 

○体育着を入れる袋の中には、次のものを入れるようにする。 

春季・夏季・秋季 冬季 

①白の半袖シャツ 

②紺のハーフパンツ 

③赤白帽 

④汗ふき用のタオル 

①白の半袖シャツか白の長袖シャツ 

②紺のハーフパンツ 

③赤白帽 

④防寒用長袖シャツ 

トレーナー型が望ましい。 

フードやチャック・ひも・ボタン等が付いていないもの。 

そで口のしまっていないものは不可 
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○洗濯等で体育着が乾いていなかった場合は、体育着に近いものを準備する。 

○体育着の貸し借りはしない。 

○体育着のシャツは、ズボンの中に入れる。 

○肌着を着用する場合は、終わった後に新しい肌着に着替える。（替えのものを用意しておく。） 

○爪を切ってあるか確認しておく。 

○赤白帽子は原則として着用する。（但し、学習内容によってはその限りではない） 

○靴は運動靴とし、厚底靴や長靴などは不可とする。 

○ニーハイソックスは膝より下にし、ストッキング素材のソックス、タイツ、レギンスは、体育

では使わない。 

○長い髪はゴムなどで結ぶ。束ねるときは危険なので、飾りが付いているゴム・カチューシャ・

金属製の髪飾り・ヘアピンなどは使わない。 

○ミサンガ等のアクセサリーは禁止する。（特に水泳学習では、全市―斉に禁止です） 

○体調不良やけがなどで見学する場合は、保護者から担任へ連絡帳等で連絡する。 

 

③休み時間 

○内遊びや外遊びのきまりはきちんと守る。 

・昼休み、遊びで校庭に出るのは、１時５分からです。 

・校舎内では、走りまわるなど危険な遊びをしない。 

○ボールを蹴る遊びはしない。 

○遊具や鉄棒で鬼ごっこをしたり、ボールを使ったりすることは、危険なのでしない。 

 

④移動 

○廊下は、右側を静かに歩き、走らない。 

○教室移動の時は、並んで静かに移動する。 

 

⑤給食 

○給食袋は、清潔なマスク・タオル・帽子を入れて毎日用意する。 

○給食当番の人は、帽子と白衣とマスクを着用し、髪の毛を帽子の中にきちんと入れる。 

○給食当番でない人は、机の上に口ふきタオル等を出しすわって静かに待つ。 

○体育着の上に白衣を着ない。給食室内に体育着で入らない。 

 

⑥保健 

○ハンカチ、ティッシュを身に付ける。 

○外から帰った時や体育の後、給食の前などは必ず手洗い、うがいをする。 

○けがをしたり、具合が悪くなったりした時は、担任の先生に伝えてから保健室へ行く。けがを

したときは、汚れているところを水で洗い流してから行く。 

○飲み薬を使うときは、担任の先生に伝えてから、保健室で飲む。 

 

⑦掃除 

○清掃用具は正しく大事に使い、決められた場所に片付ける。 

○ごみは分別して捨てる。 

○時間を守り、きちんと分担場所ごとに反省会をする。 
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○使い終わった雑巾は、机やイスに洗濯ばさみで止める。 

○雑巾は、バケツの中で洗う。 

○パケツの水を捨てる場所について 

・水のみ場に捨てるときには、排水溝に向けて、飛び散らないように静かに捨てる。 

・ゴミが詰まったら取り除いたり、汚したら水で流したりするなど、清潔を保つように心がける。 

 

⑧その他 

○上ばきを忘れた人は、担任の先生に言ってから、学校のものを借りる。使用した後は、なるべ

く早く洗って担任の先生に言ってから返す。 

○欠席の連絡は、①連絡帳、②欠席連絡システム、③電話のいずれかにて理由とともに連絡する。

連絡帳の最初のページに連絡帳を届けてもらう児童の名前・学年・クラスを必ず記入する。（電

話での連絡は回線が少なく、繋がりづらい。） 

○遅刻をする場合は必ず学校に連絡し、保護者と一緒に登校する。８時３０分から電気錠で施錠

するため、それ以降はインターホンを押し、学級と名前を伝える。そのまま、学級まで行き、

担任への引き渡しをする。 

○早退する場合は、インターホンを押し学級と名前を伝える。そのまま、保護者が教室まで迎え

に行き、一緒に下校する。（安全面からお子さんだけで遅刻・早退させることはできません。） 

○習字の後始末の仕方 

・余った墨汁はスポイトで吸い取って元の入れ物に戻すか、書き損じた半紙で拭き取る。 

・手本の紙、拭き取った半紙や書き損じた半紙は家から持ってきたビニル袋に入れて持ち帰る。

（学校では捨てない。） 

・筆は学校の流し場では洗わない。墨がついた部分を書き損じた半紙でていねいにふき取り、家

で洗いよく乾燥させる。 

・紙ばさみは、新聞紙１日分を半分に切り、閉じてある方の一辺をホチキスで止める。 

○絵の具の後始末の仕方 

・筆は筆洗バケツである程度洗い、絵具用の雑巾でふき取る。 

・流しでは筆洗バケツに水を入れたり、筆洗バケツの水を捨てたりするだけとする。（活動後に筆

やパレットを洗わない。） 

・筆洗バケツの水を捨てるときは、排水溝に向けて、飛び散らないように静かに捨てる。雑巾を

持って行き、こぼした時は必ずふき取る。 

○水分補給について 

・基本的に水道水がありますが、時期や時間的に混み合うこともあるので水筒を持参することも

できる。 

・水筒は毎日持ち帰り、きれいに洗浄する。 

・水筒の中身は、水またはお茶とする。（スポーツドリンクは無し） 

・授業中は、原則として飲用しませんが、暑さが厳しい折は教師の指示を受けて飲用する。倒れ

ないように机の上・下には置かず、横にかけるかロッカーで管理する。 

・給食中には、原則として飲用しない。 

・登下校中には、原則として飲用しない。暑さが厳しい折は道の端に移動し、止まった状態で飲

用する。 

・友達と分け合うことはしない。（自分のものは自分で） 

 


